
Information

　
　

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故

対
策
機
構
で
は
、
育
成
資
金
の
貸

し
付
け
や
、介
護
料
の
支
給
を
行
っ

て
い
ま
す
。

▼
育
成
資
金
の
貸
し
付
け

　　

自
動
車
事
故
が
原
因
で
保
護
者

が
亡
く
な
ら
れ
た
り
、
重
い
後
遺

障
害
を
残
す
こ
と
と
な
っ
た
家
庭

（
生
活
困
窮
家
庭
）の
児
童
を
対
象

に
、中
学
校
卒
業
ま
で
、無
利
子
で

育
成
資
金
を
お
貸
し
し
て
い
ま
す
。

■
金
額　

一
時
金
１
５
５
，０
０
０
円
、

入
学
支
度
金
４
４
，０
０
０
円
、月
額

２
０
，０
０
０
円

▼
介
護
料
の
支
給

　
　

自
動
車
事
故
が
原
因
で
、
重
度

の
後
遺
障
害
が
残
り
、
介
護
が
必

要
な
方
に
支
給
し
て
い
ま
す
。

■
金
額　

月
額
約
３
０
，０
０
０
円

〜
１
３
０
，０
０
０
円

※
重
度
後
遺
障
害
の
程
度
に
よ
る

■
問
い
合
わ
せ　

独
立
行
政
法
人

自
動
車
事
故
対
策
機
構
（
高
知
県

ト
ラ
ッ
ク
会
館
内
）

　　


0
8
8
ー
8
3
1
ー
1
8
1
7

　
　

高
知
弁
護
士
会
所
属
の
弁
護

士
10
人
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。

■
相
談
内
容　

遺
言
・
相
続
・
贈

与
・
成
年
後
見
人
・
家
庭
の
問
題

■
日
時　
３
月
10
日（
日
）

▼
受
付　

12
時
30
分
〜
15
時

▼
相
談　

13
時
〜
16
時

■
場
所

　　
の
い
ち
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ

　　

高
知
弁
護
士
会
事
務
局

　　


0
8
8
ー
8
7
2
ー
0
3
2
4

■
主
な
サ
ポ
ー
ト
メ
ニ
ュ
ー

　
●　

就
職
相
談
（
原
則
予
約
制
）
…

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
就
職

活
動
全
般
に
つ
い
て
、個
別
に
相
談

に
応
じ
ま
す
。履
歴
書
、面
接
な
ど

の
ア
ド
バ
イ
ス
も
行
い
ま
す
。

　
●　

し
ご
と
体
験
講
習
…
短
期
間
の

就
労
体
験
で
就
職
を
応
援

　
●　

就
活
セ
ミ
ナ
ー
、
職
業
適
性
検

査
な
ど

■
開
所
時
間　

10
時
〜
19
時
（
年

末
年
始
を
除
く
）

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
　

高
知
市
帯
屋
町
二
丁
目
一
ー

三
五　

片
岡
ビ
ル（
ア
ー
ケ
ー
ド
内
）

高
知
県
就
職
支
援
相
談
セ
ン
タ
ー

「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
こ
う
ち
」１
・
２
階

「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
高
知
若
者
コ
ー

ナ
ー
」３
階
併
設

　　


0
8
8
ー
8
0
2
ー
2
0
2
5

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　　h
ttp
://jo
b
c
a
fe
-ko
c
h
i.jp
/

▼
初
め
て
ご
利
用
の
方
へ

　　
e
‐
T
a
x
を
利
用
す
る
に
は
、

電
子
証
明
書
の
取
得
が
必
要
で

す
。電
子
証
明
書
と
は
、住
民
が
安

心
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て

国
や
地
方
の
行
政
機
関
が
行
う
電

子
申
請
・
届
出
等
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
た
め
に
利
用
す
る
も

の
で
す
。

■
電
子
証
明
書
の
受
付
窓
口

　　

市
役
所
本
庁
１
階
市
民
保
険
課

■
電
子
証
明
書
の
取
得
に

　　

必
要
な
も
の

　
●　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
以
下

住
基
カ
ー
ド
）

※
お
持
ち
で
な
い
方
は
印
鑑
・
免
許
証
等
本

人
確
認
書
類
が
あ
れ
ば
そ
の
場
で
申
請
で
き

ま
す
が
、発
行
ま
で
に
約
10
日
か
か
り
ま
す

　
●　

運
転
免
許
証
、パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど

の
官
公
署
が
発
行
し
た
写
真
付
き

の
証
明
書

　
●　

発
行
手
数
料　

500
円（
住
基
カ
ー

ド
、電
子
証
明
書
い
ず
れ
も
）

■
電
子
証
明
書
の
ほ
か
に
準
備
し

て
い
た
だ
く
も
の

　
　

I
C
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ（
家

電
量
販
店
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販

売
で
購
入
で
き
ま
す
）

▼
電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
は

　　
３
年
間
で
す
！

　
　

有
効
期
限
が
満
了
し
た
と
き
、

ま
た
は
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

性
別
の
い
ず
れ
か
に
変
更
が
あ
っ
た

と
き
に
は
、
電
子
証
明
書
は
失
効

し
ま
す
。
電
子
証
明
書
の
有
効
期

間
は
、
電
子
証
明
書
の
発
行
時
に

配
布
す
る
印
刷
物
「
電
子
証
明
書

の
写
し
」に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

公
的
個
人
認
証
の
利
用
者
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
ソ
フ
ト
（
J
P
K
I
利
用

者
ソ
フ
ト
）
を
利
用
し
て
有
効
期

間
を
確
認
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
住
基
カ
ー
ド
の
券
面
に
記
載
さ
れ
た
有

効
期
間
は
住
基
カ
ー
ド
の
有
効
期
間
で
あ

り
、
電
子
証
明
書
の
有
効
期
間
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

■
更
新
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　　

電
子
証
明
書
の
取
得
に
必
要
な

も
の
と
同
じ

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　　http
://w
w
w
. e
-tax.nta.g

o
.jp

■
問
い
合
わ
せ

　　

市
役
所
市
民
保
険
課

■
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
は

　
　

高
齢
等
の
た
め
居
宅
に
お
い
て

生
活
す
る
こ
と
に
不
安
の
あ
る
人

に
対
し
、
必
要
に
応
じ
住
居
を
提

供
し
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
健
康

で
明
る
い
生
活
を
送
れ
る
よ
う
支

援
す
る
施
設
で
す
。

■
所
在
地

　　

香
我
美
町
下
分
二
六
四
五
ー
一

■
利
用
対
象
者

　
　

市
内
に
居
住
す
る
お
お
む
ね
65

歳
以
上
の
独
り
暮
ら
し
の
人
お
よ

び
夫
婦
の
み
の
世
帯
で
あ
っ
て
、日

常
生
活
に
お
い
て
虚
弱
等
に
よ
り
、

支
援
員
の
見
守
り
が
必
要
な
人

で
、
自
炊
等
に
よ
り
自
活
生
活
の

可
能
な
人
。

※
入
居
要
件
等
審
査
の
う
え
決
定

■
空
き
部
屋

　　

個
室
２
室
、夫
婦
部
屋
２
室

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　　

市
役
所
高
齢
者
介
護
課

　
　

年
金
記
録
問
題
解
決
に
向
け

て
、こ
れ
ま
で「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」

な
ど
を
お
送
り
し
、
ご
確
認
を
お

願
い
し
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、い

ま
だ
、約
２
，２
０
０
万
件
の
持
ち
主

が
確
認
で
き
て
い
な
い
記
録
が
残
っ

て
い
ま
す
。

　　

ご
自
身
の
年
金
記
録
に「
も
れ
」

や「
誤
り
」が
あ
る
の
で
は
と
ご
心

配
の
あ
る
方
は
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

な
ど
で
ご
確
認
い
た
だ
き
、お
近
く

の
年
金
事
務
所
等
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
お
近
く
の

年
金
事
務
所
等
ま
た
は
市
役
所
市

民
保
険
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

◆
約
９
人
に
１
人
、
年
金
記
録
が

見
つ
か
っ
て
い
ま
す

▼
若
い
こ
ろ
に
勤
め
て
い
た
記
録

が
見
つ
か
っ
た

（
例
）年
額
98
万
↓
234
万
円

▼
結
婚
前
の
旧
姓
の
記
録
が
見
つ

か
っ
た

（
例
）年
額
43
万
↓
154
万
円

▼
名
前
の
読
み
方
が
誤
っ
て
登
録

さ
れ
て
い
た
記
録
が
見
つ
か
っ
た

（
例
）年
額
０
万
↓
137
万
円

◆
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
で
ご
確
認
を
！

　
●　

「
未
加
入
」に
な
っ
て
い
る
期
間

は
要
チ
ェ
ッ
ク
。ご
家
族
の
助
け
を

受
け
て
年
金
記
録
を
発
見
し
た
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
●　

平
成
25
年
１
月
末
か
ら
、
氏
名

や
生
年
月
日
等
を
入
力
し
て
、
持

ち
主
不
明
の
記
録
の
中
に
、
ご
自

身
の
記
録
が
あ
る
か
ど
う
か
を
調

べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
受
付
日
時　

　　

月
〜
金
曜
日（
９
時
〜
20
時
）

　　

第
２
土
曜
日（
９
時
〜
17
時
）

※
祝
日
（
第
２
土
曜
日
を
除
く
）
、12
月
29

日
〜
１
月
３
日
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん

■
ね
ん
き
ん
定
期
便
・
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
専
用
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　　


0
5
7
0
ー
0
5
8
ー
5
5
5

※
0
5
0
ま
た
は
0
7
0
か
ら
始
ま
る
電

話
で
お
か
け
に
な
る
場
合
は
左
記
の
番
号
へ


0
3
ー
6
7
0
0
ー
1
1
4
4

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　　h
ttp
://w
w
w
.n
e
n
kin
.g
o
.jp
/

■
問
い
合
わ
せ　

　　

南
国
年
金
事
務
所

　　


0
8
8
ー
8
6
4
ー
1
1
1
1

　　

市
役
所
市
民
保
険
課

　　

物
部
川
の
町
田
堰
よ
り
取
水
し

て
い
る
農
業
用
水
の
水
止
め
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
期
間　
３
月
１
日（
金
）８
時
〜

　　　　　　　
３
月
５
日（
火
）17
時

■
問
い
合
わ
せ

　　

物
部
川
土
地
改
良
区
連
合

　　


55
ー
2
2
1
6

　
　

交
通
事
故
な
ど
、
他
人
の
行
為

に
よ
っ
て
け
が
を
し
た
場
合（
第
三

者
行
為
）で
も
国
保
で
治
療
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
　

国
保
で
は
、
被
保
険
者
の
治
療

を
受
け
る
権
利
を
保
障
す
る
と
い

う
こ
と
か
ら
、
市
が
一
時
的
に
医

療
機
関
な
ど
に
治
療
費
を
立
替
て

お
き
、
後
か
ら
加
害
者
で
あ
る
第

三
者
に
そ
の
治
療
費
を
請
求
し
ま

す
。そ
の
よ
う
な
事
が
あ
っ
た
場
合

は
、第
三
者
行
為
に
よ
る
も
の
で
あ

る
こ
と
を
医
療
機
関
な
ど
の
窓
口

へ
申
し
出
る
と
と
も
に
、市
民
保
険

課
国
保
係
へ「
第
三
者
行
為
に
よ
る

傷
病
届
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■「
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
」

の
提
出
に
必
要
な
も
の

①
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届

　　
（
用
紙
は
市
民
保
険
課
で
配
布
）

②
被
保
険
者
証

③
印
鑑

④
事
故
証
明
書（
人
身
）

　　

た
だ
し
、業
務
中
の
け
が
や
飲
酒

運
転
・
無
免
許
な
ど
違
法
行
為
に
よ

る
ケ
ガ
等
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

　　

市
役
所
市
民
保
険
課

C
相 談

counseling

相 談

e
‐
T
a
x
を
ご
利
用
の
方
へ

無
料
法
律
相
談
会

  

第
三
者
か
ら
傷
病
を
受
け
た

  

場
合
の
治
療
費
に
つ
い
て

　
　
　

 

交
通
事
故
被
害
者
の

　
　
　

 

家
庭
を
サ
ポ
ー
ト

N
年 金

N at i o n a l
P e n s i o n

年 金

　

あ
な
た
の
気
に
な
る
年
金
記
録

　

も
う
一
度
ご
確
認
を

T
税 金

T  a  x

税 金

N
国 保

national
health insurance

国 保

広
報
は
毎
月
楽
し
み
に
見
て
い
ま
す
。
大
変
と
は
思
い
ま
す
が
、
毎
月
た
く
さ
ん
の
情
報
を
載
せ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
↓
（
左
ペ
ー
ジ
へ
）

広

報

へ

の

ご

意

見

↓ 

今
月
（
12
月
号
）
は
20
ペ
ー
ジ
、
人
農
地
プ
ラ
ン
欄
で
農
地
の
貸
借
の
こ
と
を
初
め
て
知
り
、
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

広

報

へ

の

ご

意

見 　　　「３月１１日にあったこと、その時家族を守るには…」

■日時／２月２４日（日） １３：３０～１５：００

■場所／富家防災コミュニティセンター

■話し手／新井康子
　　 　　（福島支援ボランティア・えんじょいんと香美代表）

　　震災後、福島から高知へ移住されたお母さんから３．１１

の実体験のお話しをお聞きします。お話しの後に子ども向

けパネルシアターや読み聞かせなどもあります。

　　子育て世代のお母さんお父さん、親子参加大歓迎！

託児室あり。参加無料、申込みが必要です。

【申込み・問い合わせ】 野市中央公民館　５６-１０５６

第１回

　　　「それからの生活、放射能と共に生きる」

■日時／３月９日（土） １３：３０～１５：００

■場所／富家防災コミュニティセンター

■話し手／新井康子
　　 　　（福島支援ボランティア・えんじょいんと香美代表）

第２回

W
福 祉

W e l f a r e

福 祉

　

若
者
の
た
め
の
就
職
支
援

　
「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
こ
う
ち
」

S
高齢者高齢者

senior citizen

　
　
　

み
か
ん
の
里 

　
　
　

居
住
施
設
の
お
知
ら
せ

A
農 業

agriculture

農 業

農
業
用
水
の
水
止
め

　毎年２月は「北方領土返還運動全国強調月間」
です。択捉島、国後島、色丹島、歯舞群島の北方四
島は、歴史上、一度も外国の領土になったことの
ない日本固有の領土です。

“「知る事」が　四島返還の　第一歩 ”
（平成24年度北方領土返還要求運動に関する標語・キャッチコピー　最優秀作品）

２月７日は「北方領土の日」です。

13２０１３.２ 12 ２０１３.２


